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記録

渡名喜島においてオカガニ科のムラサキオ
カ ガ ニ Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 
1837 とベンケイガニ科のハマベンケイガニ
Metasesarma aubryi (A. Milne-Edwards, 1869) を
確認した . これまで同島からこれら 2 種の確認
記録はないため , 現地で撮影した個体の写真を
添えてここに報告する . なお , 筆者らはその他
の陸上動物の調査中であったこと , これら 2 種

は特徴的な体色によって国内に見間違う種がい
ないことから標本は採集していない . また , 保
全上の観点から具体的な位置の記載は省略し
た . 

Gecarcinidae MacLeay, 1838 オカガニ科
Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837
ムラサキオカガニ
( 図 1A, B)
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図 1. 渡名喜島で確認されたイワガニ上科 2 種 . A, B, ムラサキオカガニ (A, 雌 ; B, 抱卵雌 ); C, D, ハマベンケ
イガニ ( 雄の死骸 ).
Fig. 1. Two grapsoid crabs found on Tonakijima Island. A, B, Gecarcoidea lalandii (A, female; B, ovigerous female); C, 
D, Metasesarma aubryi (dead male).



同定 . 額の幅が狭い , 甲の側縁に眼窩外歯以外
の歯がない , 眼柄が短い , 頬部の剛毛が極めて
少ない , 濃紫色の体色などの特徴が既往文献 
( 藤田 2009, 2017a, b; 豊田 ･ 関 2019) で示されて
いるムラサキオカガニの特徴とよく一致した . 
ただし , 多くの個体は離れた位置から体色のみ
によって同定を行った . 

確認状況 . 2022 年 8 月 26 日 –28 日の 3 日間
で延べ 22 個体を確認した . 確認はすべて夜間
である . 山林や海岸林でも確認されたが , 多く
の個体は海岸近くの舗装道路上を移動中であっ
た . 発見したすべての個体について雌雄や抱卵
の有無を確認したわけではないが , これらを確
認した 7 個体のうち 6 個体は雌であり , 抱卵し
ている雌や体が濡れている雌なども含まれてい
た . Liu & Jeng (2007) による台湾での研究では , 
本種の抱卵期は 5 月中旬から 10 月までである
こと ( 年変動あり ), 放卵のピークは新月前の数
日間であることが報告されているため ( 今回は
8 月 27 日が新月 ), 今回観察した個体には放卵
のために移動していた雌も多かったと考えられ
る . 

分布 . オーストラリア領のクリスマス島か
ら東南アジア , 西太平洋にかけて広く分布する 
(Lai et al. 2017). 日本国内では奄美大島 , フデ岩 , 
宮古島 , 来間島 , 水納島 ( 宮古諸島 ), 多良間島 , 
石垣島 , 鳩間島 , 西表島 , 波照間島および与那国
島から標本または写真によって記録されており 
( 藤田 2017b), 記録の根拠は不明ながら諸喜田 
(2014) は沖縄島も分布地に含めている . 本報告
によって本種が渡名喜島にも分布していること
が示された . 

Sesarmidae Dana, 1851 ベンケイガニ科
Metasesarma aubryi (A. Milne-Edwards, 1869)
ハマベンケイガニ
( 図 1C, D)

同定 . 甲の背面は無毛でほぼ平滑 ( 目立った顆
粒や隆条を欠く ), 甲の側縁に眼窩外歯以外の歯
がない , 甲はほぼ黒色で左右の眼窩を繋ぐ黄色
の横帯を具えるなどの特徴が既往文献 ( 佐伯ら 
2010; 前之園 ･ 佐伯 2017; 藤田 2017c; 豊田 ･ 関 
2019) で示されているハマベンケイガニの特徴
とよく一致した . 

確認状況 . 2022 年 8 月 27 日 , 海岸沿いの舗
装道路上で雄 ( 甲長 13 mm, 甲幅 16 mm; プラス
チック定規により 1 mm 精度で計測 ) の死骸を
確認した . この死骸には目立った外傷はなく発
見時にはアシナガキアリ Anoplolepis gracilipes 
(Smith, 1857) ( ハチ目アリ科 ) が群がっていた . 
台湾ではアシナガキアリがハマベンケイガニを

襲う事例も報告されているが (Lee et al. 2021), 
今回確認された死骸の個体が生きている時にア
リに襲われたのかは不明である . 

分布 . 東インド洋から西太平洋の熱帯 ･ 亜熱
帯域に広く分布する ( 前之園 ･ 佐伯 2017). 日本
国内では石垣島 , 黒島 ( 八重山諸島 ), 西表島お
よび与那国島から標本に基づいて記録されてい
る ( 前之園 2020). 本報告によって本種が渡名喜
島にも分布していることが示された . 
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Abstract. Two grapsoid crabs, Gecarcoidea 
lalandii (Gecarcinidae) and Metasesarma aubryi 
(Sesarmidae), were found and photographed on 
Tonakijima Island, Ryukyu Archipelago, Japan. This 
report represents the first records of these species 
from the island.
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45[ 記録 ] 前之園ら : 渡名喜島からのイワガニ上科 2 種の記録 .
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